
政策１　観光交流を中心とした地域産業の振興

施策１　地域資源を活用した戦略的観光事業の推進

施策２　産業力の底上げと人材の育成・確保

政策２　企業誘致や雇用創出に向けた取組の強化

施策１　市有施設の転用やインターチェンジ周辺等への企業誘致

施策２　農業生産法人の誘致と６次産業化の推進

施策３　就業支援の充実

政策３　起業支援

施策１　起業支援体制の充実

施策２　空き店舗等の活用

重点目標３

産業⼒の強化

基
本
計
画

重
点
目
標
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産
業
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の
強
化



産業力の強化

１
１

重点
目標３

観光交流客数　

外国人宿泊客数

地域資源を活用した戦略的観光事業の推進

観光交流を中心とした
地域産業の振興

目指す姿目指す姿目指す姿

指　　標指　　標指　　標

　自然・歴史・文化などを生かした観光資源の価値がさらに高まり、市民も自らの

地域に誇りを持つことで、市内外から多くの方々が訪れ、楽しんでもらえる魅力あ

る観光と交流が創出されています。

政策

施策

現状値 目標値 450 万人342 万人

現状値 目標値 112,700 人12,700 人

スポーツ交流人口 現状値 目標値 100,000 人54,300 人

平成 26 年度　　　　　　　　　　　平成 32 年度
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No 　　　主要事業 　　　　　　　　　　　　　　内　　容

①

②

③

④

風情と風格が漂う国際的な観光文化環境都市をめざし、本市が誇る歴史、

街並み景観、文化、スポーツ等の地域資源を活用し、その魅力を高め、交流

人口の増加や定住につながる戦略的な観光事業を推進します。

自然・スポーツ・ジオパーク等のさまざまな地域資源を組み合わせた観

光の一体的なブランドづくりを推進するため、効果的なプロモーションや

マーケティング、戦略策定等を行う推進組織の構築を進めます。

東京五輪開催に向け、アクセス道路・サイン看板等の基盤整備や受け入れ

体制の構築など、大会成功に向けた取組を推進するとともに、本市の魅力

を世界に発信する絶好のチャンスを逃すことなく、外国人観光客の誘致や

スポーツ・文化を通じた交流の促進に繋げます。

官民協働により設立された美しい伊豆創造センターを中心に、伊豆半島全

体の長期的構想である「伊豆半島グランドデザイン」の基本理念である「世

界から称賛され続ける美しい半島 伊豆」の実現に向け、伊豆半島全域での

「交流産業クラスターの創出と再生」や「ネットワーク型交通・都市基盤の

構築」などを重点戦略とした伊豆観光の再生を図ります。

（１）

（２）

（３）

（４）

取組の方向取組の方向取組の方向

主要事業主要事業主要事業

・グリーンツーリズム･ブルーツーリズムなどの体験型観光の振興

・魅力プロジェクトをはじめとするスポーツツーリズムの推進

・東京五輪の競技開催市というブランドを生かした

　サイクルメッカ（自転車のまち）の推進

着地型観光の促進

・伊豆市版ＤＭＯ※の設立及び戦略的な観光事業の

　推進

観光地域づくり推進組織の
構築

・クレジットカード決済や免税店登録、ICカード相

　互利用等の整備促進

・公衆無線ＬＡＮや多言語観光案内板の整備促進

・外国人観光客使用ツール(パンフレット、コースモデル等)の制作

・効果的な情報発信とプロモーションの促進

東京五輪開催を見据えた
外国人観光客誘致の推進

・伊豆半島ジオパークの推進

・東京五輪開催に向けた広域での誘客対策の実施

・サイクルツーリズムの推進

半島全域で取り組む伊豆
観光の再生

基
本
計
画
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点
目
標
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産
業
力
の
強
化
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※ＤＭＯ

　Destination Marketing/Management Organization の略で、様々な地域資源を組み合わせた観光地の

　一体的なブランド作り、情報発信、プロモーション、効果的なマーケティング、戦略策定等について、

　地域が主体となって行う観光地域づくりの推進組織



１観光交流を中心とした
地域産業の振興

政策

２

観光客消費額

市内新規就農者数

産業力の底上げと人材の育成 ・確保

目指す姿目指す姿目指す姿

指　　標指　　標指　　標

　観光業を軸に農林水産業、商工業、サービス業等の連携による商品開発や付加価

値を向上させるブランド化の取組などにより産業力が高まり、そうした活動に対応

した人材の育成・確保が促進されています。

施策

現状値 目標値 16,800 円15,802 円

現状値 目標値 ５人－

市内新規林業就業者数 現状値 目標値 ８人－

平成 26 年度　　　　　　　　　　　平成 32 年度

本市の基幹産業を観光業と捉え、農林水産業、商工業、サービス業等すべて

の産業との連携を図るとともに、市内経済団体や金融機関等のヒト・モノ・

カネ・情報を結集した組織の設立により、稼ぐ力の向上と産業力の強化を

進めます。

市内で生産される農林水産物や加工品などの商品価値を高め、地産地消の

促進や販路拡大を推進するとともに、将来的な経営の安定化と従事者の育

成・確保に努めます。

豊富な森林資源を有効活用するため、林業事業体への支援や高性能林業機

械の導入等を促進するとともに、林業の成長産業化や地場産木材の需要拡

大に向け、インターチェンジ周辺への木材流通施設の整備や公共施設等で

の積極的な木材利用を図ります。

高齢化の進展等に対応するため、地域産業を支える人材や担い手の育成・

確保に努めます。

（１）

（２）

（３）

（４）

取組の方向取組の方向取組の方向
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No 　　　主要事業 　　　　　　　　　　　　　　内　　容

①

②

主要事業主要事業主要事業

・（仮称）産業力強化会議による産業間連携の促進

　と競争力・ブランド力の増強

・農林水産業の競争力強化と成長産業化

・販路拡大事業の推進

・内陸フロンティア推進区域における事業推進

産業競争力の強化

・経営力の向上支援

・担い手への農地利用集積の強化

・地区営農組織等の育成支援

・地域おこし協力隊の活用

・創業支援・就業支援策の充実

地域産業を担う人材の育成
・確保
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産業力の強化

２

重点
目標３

企業誘致件数

企業誘致や雇用創出に向けた
取組の強化

目指す姿目指す姿目指す姿

指　　標指　　標指　　標

　伊豆半島の交通の要衝としての役割を高めており、インターチェンジ周辺等への

企業立地が進み、既存企業の強化と合わせ、雇用・就業機会の確保につながってい

ます。

政策

１市有施設の転用や
　　　インターチェンジ周辺等への企業誘致

施策

現状値 目標値 ３件－

平成 26 年度　　　　　　　　　　　平成 32 年度
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標
３　

産
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力
の
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No 　　　主要事業 　　　　　　　　　　　　　　内　　容

①

天城北道路の整備延伸による伊豆半島の交通の要衝としての立地優位性

を生かし、本市の環境に合致するような企業誘致と既存企業の留置を進め

ます。

未活用の市有施設を企業誘致のツールとして、施設の状況に応じた企業と

のマッチングを進めます。

（１）

（２）

取組の方向取組の方向取組の方向

主要事業主要事業主要事業

・迅速に対応できる企業誘致推進体制の整備

・企業誘致支援制度の充実

・未利用公共施設の貸借や売却の促進

・市内企業・事業者の経営基盤強化と事業展開支援

　の推進

・企業間連携や交流の促進

企業誘致・留置の推進
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２企業誘致や雇用創出に向けた
取組の強化

政策

２

農業生産法人の参入数

耕作放棄地面積

農業生産法人の誘致と６次産業化の推進

目指す姿目指す姿目指す姿

指　　標指　　標指　　標

　競争力の高い経営体である農業生産法人をはじめ、中核的農業者等が育成・確保

され、農林水産品が安定的に供給されるとともに、他産業と連携した高付加価値化

に向けた取組が進んでいます。

施策

現状値 目標値 ５件－

現状値 目標値 195ha205ha

平成 26 年度　　　　　　　　　　　平成 32 年度

市内集落営農組織の法人化や法人の農業参入を促し、積極的な農業経営が

行われるよう支援します。

農地中間管理事業を活用し、後継者のいない農地を集落営農組織や農業生

産法人等に貸付けるとともに、耕作放棄地の解消に努めます。

農林水産業者と各経済団体や異業種との連携を図り、地域ぐるみで６次産

業化を支援し、商品開発・地域ブランド化・高付加価値化を推進します。

（１）

（２）

（３）

取組の方向取組の方向取組の方向

No 　　　主要事業 　　　　　　　　　　　　　　内　　容

①

②

主要事業主要事業主要事業

・集落営農組織の法人化支援

・農業生産法人の誘致

・内陸フロンティア推進区域における事業推進

・農地中間管理事業の推進

・耕作放棄地の解消と有効活用の推進

中核的農業者の育成

・６次産業化等による高付加価値商品づくりの推進

・特別栽培米の推進

・百貨店の催事出展などによる販路拡大事業の推進

・地域資源の掘り起こしによる「ふるさと名物」の開発

6 次産業化による「食」
ブランド化の推進
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２企業誘致や雇用創出に向けた
取組の強化

政策

３

I ターン就職者数

就職面接会での内定者数

就業支援の充実

目指す姿目指す姿目指す姿

指　　標指　　標指　　標

　就業を希望する人が、それぞれの知識や技能を生かし、多様な働き方が選択でき

るなど、働きやすい環境の中で就労しています。

施策

現状値 目標値 20 人－

現状値 目標値 100 人－

平成 26 年度　　　　　　　　　　　平成 32 年度

市やハローワーク、NPO等がそれぞれの強みを生かして、Ｕ・Ｉターン促進策

や集団合同就職面接会の開催などにより、就労機会の提供や雇用のミスマッ

チ解消を図り、市内事業者の人材確保と市民の所得向上に努めます。

ICT を活用したサテライトオフィス（遠隔勤務）やテレワーク（在宅勤務）

等を提案し、空き家・空き店舗を活用したＵ・Ｉターンを促進します。

女性や高齢者等の就労支援の強化や市内企業の人材確保など、さまざまな

取組を一体的に実施し、雇用との需給バランスの適正化を図るとともに、

若い世代が安心して働き、快適に居住できる生活環境を整備することによ

り、経済の好循環化を図ります。

（１）

（２）

（３）

取組の方向取組の方向取組の方向

No 　　　主要事業 　　　　　　　　　　　　　　内　　容

①

②

主要事業主要事業主要事業

・合同就職面接会や企業見学会等の開催

・就業相談体制の強化

・関係機関と連携した職業能力開発や資格取得の促進

就労機会の拡充

・市内企業等の情報発信強化

・空き家・空き店舗を活用したサテライトオフィス・

　テレワーク等の誘致

・県の「静岡Ｕ・Ｉターン就職サポートセンター」

　との連携と情報発信の強化

Ｕ・Ｉターンの促進

61



産業力の強化

３
１

重点
目標３

新規創業者（起業者）数

起業支援体制の充実

起業支援

目指す姿目指す姿目指す姿

指　　標指　　標指　　標

　性別や年齢などに関係なく、やる気のある人が新しい事業にチャレンジすること

を応援する気風が定着しています。

政策

施策

現状値 目標値 15 件－
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No 　　　主要事業 　　　　　　　　　　　　　　内　　容

①

市内の経済団体や金融機関等の横断的・一元的な組織による資金援助を

含めた起業支援及び起業後のフォローを継続します。

中心市街地を中心に個性的で魅力ある店舗等の創業を支援し、賑わいの

ある歩いて楽しい商業地の形成を図ります。

（１）

（２）

取組の方向取組の方向取組の方向

主要事業主要事業主要事業

・起業・創業相談窓口の充実

・経営・財務・マーケティング戦略などの知識を

　養うセミナー等の実施

・包括的な創業支援策の実施

新事業創出の支援
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３起業支援政策

２

空き店舗解消数

空き店舗等の活用

目指す姿目指す姿目指す姿

指　　標指　　標指　　標

　空き店舗の活用による個性的で魅力あるショップ等の出店により、市民生活を支

えている地域の商店街の活気と賑わいが再生され、たくさんの人たちが行き交い、

交流を深める場となっています。

施策

現状値 目標値 ３件－

平成 26 年度　　　　　　　　　　　平成 32 年度

空き地・空き家対策を含めた情報の一元化を行い、施設の利活用を多面的

に検討し、移住促進・創業支援・雇用創出に結び付けます。

空き店舗や空き家等への個性的なショップの誘致や創業支援のほか、市民

グループの共同出店・チャレンジショップ・シェアハウス・地域のコミュ

ニティサロンなどとして多様な活用を図り、まちの賑わいを生み出します。

ICT を活用したサテライトオフィス（遠隔勤務）やテレワーク（在宅勤務）

等を提案し、空き家・空き店舗を活用したＵ・Ｉターンを促進します。

（１）

（２）

（３）

取組の方向取組の方向取組の方向

No 　　　主要事業 　　　　　　　　　　　　　　内　　容

①

②

主要事業主要事業主要事業

・空き家・空き店舗等の把握と情報一元化

・創業者に向けた家賃補助やリフォーム補助等の支援

・空き店舗等を活用したサテライトオフィス・テレ

　ワーク等の誘致

空き店舗の活用促進

・多世代交流の促進と交流施設の整備交流と賑わいの創出

64


